
 
 
 

ディーゼルエンジンの燃焼・排気改善

燃焼改善

燃料改質液体燃料

室温，大気圧の空気

噴孔径0.1mm程度
100MPa以上で噴射

850K，4MPa以上の
高温高圧雰囲気に
圧縮

液体燃料の微粒化，蒸発
燃料の熱分解，酸化
燃料蒸気と空気との混合

燃焼

排気ガス生成

着火

～0.5ms

～3ms

NOx  ≒400ppm
微粒子≒50mg/m3（直径 数10μm）

排気後処理
≒650lit/min

短時間で同時に起こる
物理現象と化学現象の
理解，制御

代替燃料
（バイオ燃料，ガス燃料）ディーゼルエンジンの燃焼 

バイオ燃料，水素，天然ガスのエンジン燃焼

大学院ソシオテクノサイエンス研究部エネルギーシステム部門  木戸口 善行

蒸発ディーゼル
噴霧の解析 

ナノスパーク光源と
特殊撮影光学系を
用いたディーゼル
噴霧の光学解析 

廃油，重質油，バイオ燃料の低汚染燃焼
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内部急速混合型油水噴射
ノズルの開発 

燃焼場に水を導入して， 
窒素酸化物 NO や煤塵の
少ないバーナ燃焼を実現

ディーゼル排気微粒子後処理装置の開発

鉄系酸化触媒担持
微粒子フィルタ

バリア放電電極

排気ガス

外筒管（内径97mm）

鉄系酸化触媒担持
微粒子フィルタ

バリア放電電極

排気ガス

外筒管（内径97mm）

バリア放電プラズマで排気ガス中の NO を NO2 に転換し， 
NO2 と鉄系酸化触媒担持ハニカムフィルタで排気微粒子を
低温で酸化処理 

ディーゼル噴霧
の着火・燃焼の
基礎解析 

モデル燃焼装置を
用いた燃焼解析 

いろんな燃料をきれいに燃やしてエネルギーを取り出す 

研究対象

ディーゼルエンジン，ガスエンジン 
ボイラー用噴霧バーナ 
モデル燃焼装置 

（急速圧縮装置） 
（ナノスパーク光源） 
（流通反応装置） 

代替燃料 
（ガス燃料 水素，天然ガス，バイオガス）
（バイオマス燃料） 

燃焼・・・エネルギー源，動力源 
研究目標 

環境問題 
資源枯渇，エネルギー問題 
日本のエネルギー自給率は４％  
（原子力を含めても２０％）  
食糧自給率は４０％ 

燃焼技術の向上 
有害排気物質の低減 
省資源技術（高効率化） 
代替資源の有効利用 
資源リサイクル 

背景 
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